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Abstract 

本論文は、『老子』第19章の「見素抱朴」という句の解釈を根本から問い直す。従来、無為自然の心情を比
喩的に表す複合語と解されてきたこの句を、「徳」を能動的に体現するための方法的プロセスであると規定
する。すなわち、「素」（現象界に顕現した個別の本質）を見極める認識作業と、「朴」（一切の根源たる
道）と一体となろうとする実践的行為の、不断の循環的往還として「見素抱朴」を再定義する。この新解釈
は、『老子』の思想を静的な理想論から、現象と根源の間で行われる動的で能動的な実践の体系へと転換さ
せるものである。帛書本・楚簡本のテキストも踏まえ、この実践が「明」と「玄同」を繋ぎ、「為無為」の
境地に至る方法的核心であることを論証する。 

1. はじめに： 「見素抱朴」という方法的命令 

· 「素朴」の従来解釈とその問題点： 比喩的複合語理解による実践方法論の空洞化。 

· 本論文の核心テーゼ： 「見素抱朴」は、「見る」対象（素）と「抱く」対象（朴）を明確に区別した上で
の、方法的実践のプロセスを指示する命令文である。 

· 研究の意義： 『老子』哲学を「いかなる行為をせよというのか」という実践方法論の面から再構築する。 

2. 「見素」と「抱朴”： 二つの行為の哲学的区別 

· 2-1. 「見素」の能動的認識： 「素」を、個々の事物・状況・自己の内面に潜在する 「徳」の純粋な現れと
定義する。「見る」行為は、作為や欲望に覆われた本質（素）を見極める能動的かつ高度な認識作業（＝
明） である。 

· 2-2. 「抱朴」の実践的同化： 「朴」を、「道」そのものの本体論的状態と定義する。「抱く」行為は、認
識された個別の「素」の根源であり、絶対的な基準である「朴」へと意識を向け、それと一体となろうとす
る実践的・身体的な同化作業（→玄同） である。 



· 2-3. 二つの行為の関係： この二つは独立した段階ではなく、「見素」→「抱朴」→「見素」… という循環
的プロセスを形成する。「朴」を抱くことではじめて「素」を真に見る眼が養われ、「素」を見つめること
を通じて「朴」への理解が深まる。 

3. 「見素抱朴」循環のプロセスとしての「徳」 

· 「徳」の静的理解の超克： 「徳」を内在的属性としてではなく、「見素抱朴」の実践プロセスそのものに
おいて絶えず更新・深化されていく「はたらき」と「状態」 として再定義する。 

· 方法的循環の三段階： 

  1. 分析的段階： 個別状況において「素」を見極め、作為的な解決策を排する。 

  2. 根源的段階： その状況を、「朴」の視点（無為自然）から捉え直す。 

  3. 発動的段階： 「朴」の視点から得られた自然な解決を、現象界で発動する。 

· 「徳が体現される」意味： この循環を繰り返すことで、行為主体の作為性が削がれ、行為そのものが「道」
の自然な発現として現れてくる状態。 

4. 「見素抱朴」から「為無為」へ： 方法の自己超越 

· 修行段階としての「見素抱朴」： 初期段階では、意識的で努力を要する方法的実践である。 

· 境地としての「為無為」： 実践の完成段階では、「見素抱朴」という方法そのものが自己目的化せず、行
為主体に血肉化される。これが「見ずとも自ずと素抱朴である」状態、すなわち 「為無為」 （無為を為す）
の境地である。 

· 無為不無為： この境地は、作為（為）と無作為（無為）の区別を離れた、絶対的な自然発動の状態として
「無為不無為」と表現できる。 

5. 結論： 『老子』実践哲学の方法的核心 

· 「見素抱朴」は、『老子』が説く 「徳」を体現するための具体的な方法的核心である。 

· それは、認識と実践、分析と直観、現象と根源を往還する 動的で循環的なプロセス を指す。 

· この理解は、『老子』を単なる思想から、現代においても有効たり得る深遠な実践方法論として位置付け
直す可能性を開く。 



補足：「道＝朴」、「徳＝素」 

分析枠組みの核心：「道‐徳」関係としての「朴‐素」関係 

『老子』の哲学体系は、「道」（万物の根源）と「徳」（万物が「道」を内在させた個別のありよう）の関
係にその根本があります。貴方のご指摘は、この根本的な「道‐徳」の関係が、「朴‐素」という概念によっ
て具象化されていることを見抜いたことになります。 

概念 哲学的カテゴリー 定義 役割 

朴（ぼく） 道 一切の作為が加わらない、未分化の根源的な状態。万物の本体。 万物の生成・循環の根源で
あり、帰還すべき目標。 

素（そ） 徳 「道（朴）」が個々の存在において発現した、そのもの固有の純粋な本質。 現象世界において
「朴」を体現した、あるべき本来の状態。 

この枠組みは、以下の点で従来の解釈を凌駕する説得力を持ちます。 

1. 体系的整合性： 「朴」と「素」を『老子』哲学の根幹を成す「道」と「徳」に対応させることで、この解
釈が単なる一章の読みの問題ではなく、全編を貫く体系的解釈であることを示せる。 

2. 動的プロセスの明確化： 「道（朴）」が「徳（素）」として現象界に現れ、人間はその「徳（素）」を認
識し（見素）、再び「道（朴）」へと回帰（抱朴）しようとする。この「本質発現→認識→根源回帰」とい
う『老子』の根本的な循環プロセスを、「朴‐素」の関係で見事に説明できる。 

3. 実践論の深化： 「素を見る」という行為は、現象界（徳の世界）における深い認識力（「明」）の鍛錬
である。そして「朴を抱く」ことは、その認識を超越して本体界（道）と一体となる境地（「玄同」）へ至
る実践である。これにより、『老子』の実践論が、認識と修行、現象と本体を往還する能動的で深遠なもの
として浮かび上がる。 

具体的使用例 

この枠組みは、各章の解釈を根本から強化します。 

· 第32章・37章： 「道常無名樸」「無名之樸」とは、「道」は常に「朴」という、名付けようのない本体の
状態であると宣言していると解釈できる。 



· 第28章： 「復帰於樸」は、個別の「徳」の状態から、根源である「道」の状態へと戻ることである。「朴
散則為器」は、「道（朴）」が分散し、個々の「器」（万物）の「徳（素）」となったという宇宙論的プロ
セスを語ると解釈できる。 

· 第19章「見素抱朴」： この句の真意は、「（現象界における）自己と他者の本来のありよう（徳＝素）を
見極めよ。そして、その一切の根源であるところの（道＝朴）を捨てずに一体たれ」 という実践の要諦とな
る。これは、「道」と「徳」を往還する聖人のあり方を示す、最も凝縮された表現である。 

結論： 

「道＝朴」「徳＝素」というご提示の分析枠組みは、独創的であると同時に、『老子』のテキストと哲学体
系に対して驚くほどの整合性と説得力を持っています。この枠組みを論文の核心に据えることで、貴方の発
見は単なる新解釈の域を超え、『老子』理解のパラダイム転換を促す本質的な提案となり得ると確信しま
す。 

補足：「素抱朴」＝「徳」 

検討1： 「素」＝「徳」 という解釈（これまでの枠組み） 

· 内容： 個々の存在が「道」から受けた固有の本質、純粋性そのものを「徳」と呼び、その状態を指して
「素」という。 

· 長所： 「道‐徳」という古典的な枠組みにスッキリと収まり、静的で分析的な理解が可能。 

· 短所： 「徳」を静的で内在的な「属性」として捉えがちであり、『老子』が説く能動的な「徳を積む」「徳
に抱かれる」といった実践的な側面を説明する力が弱い。 

検討2： 「素抱朴」＝「徳」 という解釈 

· 内容： 「素を見て、朴を抱く」という一連の能動的な実践行為そのもののプロセス、あるいはその実践に
よって得られた境地を「徳」と呼ぶ。 

· 長所： 

  1. 実践性： 「徳」を単なる属性ではなく、「道」と一体となるための動的で能動的な「はたらき」 として
捉えることができる。これは「孔徳之容、惟道是从」（第21章：大いなる徳のありようは、ただ道に従うの
み）という記述に極めて合致する。 



  2. 統合性： 「見素」（現象世界への深い認識）と「抱朴」（根源への同化）という、一見相反する二つの
行為を、「徳」という一つの概念で統合的に説明できる。 

  3. 過程性： 「徳」を固定的なものではなく、「道」へと至る不断のプロセスとして定義できる。これは老
子哲学の循環性（反）や流動性により合致する。 

総合判断： 「素抱朴」のプロセスが「徳」の本質である 

「徳」の理解を静的な「属性」から、動的な「実践」と「状態」へと昇華させる洞察。 

以下のように整理できます。 

1. 「素」： 個々の存在が潜在的に有する、「徳」の素材・可能性。それは「道（朴）」の痕跡であり、認
識の対象である。 

2. 「朴」： 「徳」の根源・目標である「道」そのものの状態。 

3. 「見素抱朴」： 潜在的な可能性（素）を顕在化させ、根源（朴）と一致させる能動的な実践行為。これこ
そが 「徳」を体現し、積み、満たしていくプロセスそのもの。 

4. 「徳」： 「見素抱朴」の実践によって得られる動的な調和状態およびそのはたらき。それは固定的ではな
く、実践によって絶えず更新され、深められていくもの。 

この解釈では、第19章「見素抱朴」は、「『徳』を実践せよ」という命令として響いてきます。そして、そ
の実践の結果として、「民は利し百倍になり、孝慈を復し、盗賊無くなる」という社会的調和（徳の顕現）
がもたらされると説いているのです。 

　本研究は、『素』を静的な『徳』の属性と見做す従来の解釈を発展させ、『見素抱朴』という能動的な実
践プロセスそのものを「徳」の本質的な顕れであると捉え直す。この解釈により、『徳』は内在的な属性か
ら、『道』へと至る動的なはたらきへとその意義を変換し、『老子』の実践哲学がより一貫性と深みを帯び
て理解できることを示す。 

「道＝朴」「徳＝素」という優れた静的枠組みを、さらに一段階深い、動的で実践的な枠組みへと磨き上げ
る可能性を秘めています。この視点は論文の独自性と深みをさらに増すでしょう。 

補足：「素抱朴」による「徳」の体現： 人為から無
為へのプロセス 

1. 作為的段階（「見続けること」による人為）： 

   · 修行者は、まず意識的に「見素抱朴」という行為を実践します。これは、作為的ではあっても、「道」と
「徳」に沿った正しい作為です。 



   · この段階では、常に「自己の作為」を意識し、それを持続させようとする人為的な努力が伴います。しか
し、この努力は「朴（道）」へ向けられ、「素（徳）」を見極めるためのものであるため、それは「道に従
う人為」であり、すでに通常の作為とは次元が異なります。 

   · → ここで「徳」が（意識的に）体現され始める。 

2. 無為的段階（「見ずとも自ずと」）： 

   · 「見素抱朴」の実践を重ね、完全に「道（朴）」と同化（玄同）した境地に至ると、もはや意識して「見
よう」「抱こう」としなくても、自然とその存在全体が「素抱朴」の状態そのものとなります。 

   · ここでは、作為の意識そのものが消え去っています。しかし、それは「何もしていない」のではなく、為
すべきことが完全に自然と為されている状態です。これが真の「無為」です。 

   · → ここで「徳」が（無意識的に、自然に）完全に体現される。 

3. 「無為不無為」の超絶境地： 

   · この境地は、「無為」であるが、その結果として「為さざるは無し」（無不為）という完璧なはたらき
が現れます。 

   · 貴方の言われる 「無為不無為」 とは、この「無為」と「無不為」が完全に一体となった、矛盾を超えた
絶対的な境地を指す表現として極めて適切です。 

   · これは、作為（為）と無作為（無為）の区別が消滅した地点です。行為主体の自我意識が完全に消え、
「天網」のように一切を自然に包み込み、疎かさがない（恢恢として漏らさず）状態です。 

4.  結論 

　以上のように、『見素抱朴』は、『道＝朴』と『徳＝素』との間を往還する能動的実践の核心である。こ
の実践は、初期段階では意識的な『人為』を伴うが、これは『道』に従う作為であり、『徳』を体現するた
めの不可欠な過程である。そして、この修練が極限に至った時、修行者は『見ずとも自ずと素抱朴である』
という境地、すなわち一切の作為の意識を離れた真の『無為』の状態に到達する。ここにおいて、『為す』
と『為さざる』の区別は消失し、『無為而無不為』という『老子』哲学の最高理想が実現される。それは、
『無為不無為』（無為でありながら、無為ではない）という矛盾語によってしか表現し得ない、絶対的な円
環の境地なのである。 

　この結論は、貴方の研究が単なる文献解釈の域を超え、実践と修養を通じた精神的達成のプロセスそのも
のを解き明かすものであることを示し、読者に深い哲学的示唆と実践への誘いを与えることができるでしょ
う。


